
　 敬 愛なるガバナーと
ロータリーリーダーである

皆さま、おはようございます。
　昨年はここに、2024-25 年度ガバナーにお集まり
いただきました。その際、私は国際ロータリーの会
長ノミニーとして、会員増強を私たちの組織の最優
先事項であり、最も価値ある資産であり、最大の課
題であると強調しました。
　そして今日、会長エレクトとして皆さんの前に
立っている今、ロータリーの未来を確かなものにす
るには、組織全体で会員増強に力を注ぐことが不可
欠であると、これまで以上に確信しています。

ロータリーの最大の財産は、その歴史でも、プロ
ジェクトでも、比類のない世界的広がりでもありま
せん。それは会員です。会員は、地球上で最も有能
なボランティアのチームです。私は、アトランタ国
際大会で、ポリオ根絶のパートナー団体を代表する
人物が、ロータリー会員の並外れた献身を称賛した
のを聞いて、このことを学びました。外部団体から
そう認められたことで、ロータリーが世界に与える
ことのできる最大の贈り物は、その会員であるとい
う私の理解が深まりました。
　本日は、会員増強と活性化に向けたロードマップ
についてお話ししたいと思います。このロードマッ
プは、革新、継続性、パートナーシップという、不
可欠な三つの柱に基づいています。これらの原則は
単なる戦略ではありません。ロータリーを活性化し、
新たな声や考え方を取り入れ、世界中の地域社会へ
の奉仕を強化するための行動の呼びかけです。
　世界は、劇的なペースで変化しています。テクノ
ロジー、社会の期待、経済状況は常に変化してお
り、ロータリーもそれに合わせて進化しなければな
りません。トマージ・ディ・ランペドゥーサが『山
猫』で書いたように、「すべてを同じままに保つには、
すべてを変えなければならない」のです。
　革新こそが、変化するこの世界に私たちが適応す
る手段なのです。若い会員を迎え入れるだけでなく、

目的やつながりを求める年配の方々にも参加してい
ただく必要があります。
　68 歳の私は、仲間たちのコミュニティを見つけ
ることがどれほど充実したものであるかを、身を
もって知っています。
　私の所属クラブであるサント・アンドレ・ロータ
リークラブは、150 人の会員を擁する活気と伝統の
あるクラブです。妻のデニースは、衛星クラブの結
成に助力し、50 人近い素晴らしい女性たちが自分
らしくリーダーシップを発揮できる場を創り出しま
した。
　衛星クラブ、分野特化型クラブ、法人クラブ、パ
スポートクラブなどは、多様な人びとを惹きつける
ために必要な柔軟性の例です。これらのモデルがど
こでも通用するわけではありませんが、従来の枠組
みにとらわれずに未来のロータリアンに働きかける
機会をもたらします。将来のロータリー会員は必ず
どこかにいます。私たちは、そこに赴いて彼らを見
つける必要があります。
　この 18 カ月間で地球を 6 周以上した旅の中で、最
も健全な地区には、一貫し、団結したリーダーシッ
プという重要な特徴があることに気づきました。ガ
バナーが前任者の努力を基盤とし、プログラムや戦
略が毎年途切れることなく継続されるようにするこ
とで、地区は発展します。一方、トップにおける不
和は、時限爆弾のようなものであり、これが会員数
の減少という結果を引き起こすことがよくあります。
　この旅から得た感動的な瞬間をいくつかご紹介し
ましょう。ナイジェリアの第 9141 地区では、サー
ビスの行き届いていない地域に井戸を建設したり、
学校に椅子を寄贈したりすることの素晴らしいイン
パクトを目の当たりにしました。パキスタンでは、
2022 年の壊滅的な洪水の被災者が、ただ生き延び
るだけの生活からより良い未来へと移行できるよ
う、ロータリーが支援しているスマートビレッジを
訪れました。

インドのムンバイでは、ロータリーの補助金で先
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天性心臓病の治療を受けている子どもたちに会いま
した。また、別の地域では、緩和ケア病院の外に、
がん検診、歯科治療、眼科検診を支援するロータリー
財団のロゴが入った救急車が並んでいるのを目にし
ました。
　インドネシアのランプンで、デニースと私は、
700 世帯の経済が小規模ながら変化し、米を生産す
る農家の収入が増えるのを目にする機会に恵まれま
した。
　継続性とは、画一性ではなく、連携です。地区リー
ダー同士が連携し、自分の “ ガバナー年度 ” を越え
てロータリーを思い描けば、長期的な成功の土台が
築かれます。ロータリーはすでに、毎年リーダーが
交代するという独特な課題に直面しています。これ
以上、私たちの努力を分散させて、状況をさらに難
しくしてはなりません。むしろ、未来のリーダーが
さらに発展させていけるような協力の遺産を築いて
いきましょう。
　ロータリーがポリオ根絶活動で培ってきた歴史
は、私たちに貴重な教訓を与えてくれます。 単独で
も大きな成果を上げることができますが、力を合わ
せれば、世界を変えることができるのです。ゲイツ
財団、WHO、UNICEF といった団体とのパートナー
シップは、 230 億ドルを投じて 40 年以上取り組んで
きたポリオ根絶活動において極めて重要な役割を果
たしました。ロータリーが単独でこれほどまでに大
きな進展を遂げることはできなかったでしょう。
　それならば、会員増強にもこの教訓を活かすべき
ではないでしょうか。ビジネス団体、専門職団体、
教育機関などと協力することで、ロータリーは職業
や考え方の多様性を取り入れなが ら、質の高い会
員を引き付けることができます。このようなパート
ナーシップは、「量か質か」という誤った二者択一
を排除します。奉仕と参画というロータリーの価値
観を共有する職業人に働きかけることで、世界でよ
いことをするロータリーの力を拡大できます。
　最終的には、私たちのすべての成果、プロジェ
クト、パートナーシップは会員にかかっていま す。
会員増強とは単に数字を増やすことではなく、集合
体としての私たちの力をさらに高め、ロータリーの
使命を継承していくことです。
　まず、誰も永遠には生きられないと認識しなけれ
ばなりません。クラブの高齢化に対する唯一の策は、
絶えず新会員を迎え入れることです。
　第二に、会員数が増えれば奉仕の力も広がります。
会員が増えるということは、奉仕に参加する人が増

え、地域社会にさらに多くのリソースを投入できる
ことを意味します。
　第三に、後継者育成計画が重要です。クラブは成
長するか、衰退するかのいずれかであり、安定した
会員基盤というものはありません。
　私たちは、会員の勧誘と維持を、ロータリー会員
の世代から世代へと受け継がれる中核的価値観とし
なければなりません。そうすることで、ロータリー
が今後数十年にわたって活気とインパクトを維持で
きるのです。
　ロータリー会員は行動人です。私たちは変化が起
こるのを待つのではなく、自ら変化を起こします。
行動人とは、何をするのでしょうか。私たちは、よ
いことのために手を取りあいます。
　これが、2025-26 年度の会長メッセージです。

「よいことのために手を取りあおう」

　分断されがちな世界において、ロータリーは団結
と希望の光となります。私たちのプロジェクトは、
人種、ジェンダー、性別、思想、経済的背景の異な
る人びとを結びつけ、世界でよいことをするという
共通の目的で私たちを一つにします。ロータリーは、
より良い人間となり、人びとに奉仕し、末長いイン
パクトをもたらすよう、私たちを鼓舞します。
　本日この会場を後にする際には、地区でロータ
リーを成長させるための最善の戦略を学ぶことに
焦点を当ててください。ロータリーは、この協議
会に多大な時間と資金を投じてきました が、それ
はスピーチや派手な演出のためではなく、皆さん
が効果的にリーダーシップを発揮するための手段
を身につけていただくためです。この投資から得
られる見返りは、金銭で測られるものではなく、
新会員の入会数、革新的なクラブの創設、奉仕を
通じて人々の人生に変化をもたらすことによって
測られるでしょう。
　そして、この使命を遂行するにあたり、ロータリー
の最大の喜びの一つ、すなわち、世界中に友人をつ
くり、楽しむことを忘れないでください。
　成長、奉仕、つながりの旅路を共に歩んでいきま
しょう。よいことのために手を取りあえるロータ
リーを築き、すべての人にとってより明るい未来を
実現させましょう。
ご清聴ありがとうございました。



印刷業界のビジネス・コンサルタントであり、父親が設立した印刷会社 Gráfica Bandeirantes の元取締役。 
彼のリーダーシップのもと、同社はブラジルや南米のクライアントに印刷物を提供するサプライヤーに成長。

軍学校に通い、ロータリー青少年交換プログラムで米国ミネソタ州セントポールの高校を卒業。 ドイツ
のオッフェンバッハにある印刷機メーカー、MAN Roland で 1 年間のインターンシップを経験した後、
Fundación Getulio Vargas' São Paulo School of Business Administration より学士号を取得。 また、サン・ベ
ルナルド・ド・カンポ法科大学より法学士号を取得。

ブラジルのグラフィック技術協会やブラジル印刷産業協会（ABIGRAF）の会長など、数多くの専門家団体
を率いた経験を有する。 また、全国産業連盟のサンパウロ州産業連盟（FIESP）代表理事、FIESP 副会長、
ラテンアメリカ印刷産業連盟副会長も歴任。 フロリダ印刷協会から「Printing Leader of the Americas」賞、
NPES（印刷・出版・加工技術サプライヤー協会）から「Global Presidential Print Award」を受賞。

1980 年、23 歳でロータリーに入会。 理事と管理委員を歴任し、ブラジルで 4 番目の RI 会長として就任。 
RI ラーニングファシリテーター、Avoidable Blindness（回避可能な失明）タスクフォースのゾーンコーディ
ネーター、健康問題のタスクフォース中南米コーディネーター、RI 会長代理、規定審議会代表議員など数
多くの役割を歴任。 また、RI 会員増強委員会、ロータリー財団プログラム財務委員会、国際ポリオプラス
委員会にも貢献。

ロータリーの世界的な活動に感銘を受けており、 「超我の奉仕によって、ロータリーは、私が知る限り、他
に類を見ない独自の世界的アイデンティティを築き上げた。 私たちは皆、世界を広げてくれる団体に所属
していることを忘れてはならない」と話す。

2020 年のコロナ禍の初期に、二つの目標に着手（一つはロースクール卒業 38 年後の司法試験合格のための
勉強、もう一つはイタリア語の勉強）。 歴史や伝記の本を読むことと、おいしいワインを味わうことも趣味
とする。ロータリー財団特別功労賞受賞者。

ロータリー財団特別功労賞を受賞。 デニース夫人と共に、メジャードナー、ロータリー財団ベネファクター。
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